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議会ながいずみ　2019.2.1号議会ながいずみ　2019.2.1号 ２３ 議会ながいずみ　2019.2.1号

町の交通安全を  考える町の交通安全を  考える～議会報告会開催～～議会報告会開催～
≪参加者の内訳≫

≪アンケート結果≫

グループワークテーマ「交通安全」

１. 年齢

３. 居住区

２. 性別

女性
27%

男性
73%

70代
以上
31%

50代
31%

40代
４%

北小校区

元長窪区、  上長窪区、
駿河平区、  下長窪区、
南一色区、  納米里区、
　　　鮎壺区

上土狩区、  中土狩区、
荻素区、  新屋町上・中・
   下区、  西区、  原区、
　　　　東区

杉原区、  シャルマン区

長小校区

１.今後扱ってほしいテーマ

・具体的な議会の内容
・議会報告の時間をもっと長くしてほしい。
・自動運転、カーシェアリング
・まちづくり
・ゴミの回収実態
・障がい者の就職、障がい者の選挙方法の
　改善
・子育て

いただいた貴重なご意見は、今後の参考とさせていただくとともに、議会として重要と判断したご意見
は、町へ投げ掛けていきます。

２.自由意見

南小校区

60代
34%

・議会報告会の１回目から良い取り組みだ
　と関心を持っていた。これからも開かれ
　た議会活動を期待する。
・議員と直接意見交換できてよかった。
・もう少しわかりやすく進めてほしい。
・良い機会だった。
・年に１回は開催できるようにしてほしい。
・初めて参加した。普段無関心だったので、
　これからは議会に関心を持ちたいと思う。
・今回出た意見を参考に取り組んでほしい。

10月16日、町議会としては３回目となる議会報告
会を開催し、当日は27人の方にご参加いただきま
した。
今回は議会概要の報告だけでなく、グループワー
クの時間を設け、住民の皆様と直接議論する時間
を作ることができました。
来年度以降も議会報告会は引き続き実施していく
予定です。今回参加できなかった方も、ぜひ次回
はご参加ください。

参加者の皆さんと議員が５つのグループに分かれ、テーマについて議論しました。
議論した内容をグループごとにまとめて最後に発表。皆さん真剣に聞き入っていました。

交通マナーが守られていな
かったり、道路整備の必要性
に関する意見が多かった。
行政と力を合わせ、より安全
な町にしていきたい。

特に自転車の問題に着
目して話し合いを行っ
た。大人の自転車マ
ナー（歩道の走行）やな
がらスマホは危険。

歩行者側のマナーや
道路整備、道幅の狭さ
など、多方面にわたる
意見が出た。様々な点
で見直しが必要。

子ども・高齢者の事故防止
をテーマに設定。車や自転車
は走る凶器であるという啓
発が必要。運転者、歩行者と
もに交通マナーを心掛ける。

Ａ グループ B グループ

C グループ D グループ

個人宅の庭木が道路に出てい
ることや、ブロック塀に対する
危険性への指摘があった。マ
ナーに関しては防犯カメラが
抑止力になるのではないか。

E グループ

特集

420*297

ご参加いただいた皆さん、ありがとうございました。
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議会ながいずみ　2019.2.1号議会ながいずみ　2019.2.1号 ４５ 議会ながいずみ　2019.2.1号

条例の改正など条例の改正など
30年第４回定例会は、11月26日から12月７日までの12日間の会期で開かれました。
30年度補正予算や条例制定など11議案、諮問１件を審議し、すべて原案どおり可
決しました。

30 年度補正予算30 年度補正予算
30年度補正予算は、総務民生常任委員会と建設文教常任委員会に審査を付託しました。
ここでは、主な委員会質疑の内容を紹介します。

11 月
定例会

質
疑
　
各
事
業
費
の
増
額
理

由
は
。

福
祉
保
険
課
長
　
自
立
支
援

介
護
訓
練
給
付
事
業
は
訪
問

系
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
前
年
度

比
利
用
者
数
で
約
４
０
０
人

の
増
、
障
害
児
通
所
給
付
事

業
は
児
童
発
達
支
援
な
ど
で

前
年
度
比
同
じ
く
約
４
７
０

人
の
増
を
見
込
ん
だ
こ
と
に

よ
る
。

質
疑
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
実
証
運
行
の
前
に
調
査
を

行
う
に
至
っ
た
経
緯
は
。

企
画
財
政
課
長
　
「
も
も
タ

ク
」
の
構
築
に
際
し
、
地
域

協
議
を
は
か
る
中
で
、
利
用

さ
れ
る
交
通
シ
ス
テ
ム
と
す

る
に
は
、
そ
の
地
域
の
住
民

の
意
見
や
ニ
ー
ズ
を
十
分
に

把
握
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

を
改
め
て
認
識
し
た
。

質
疑
　
新
た
な
公
共
交
通
導

入
の
た
め
の
調
査
業
務
と
し

て
行
う
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容

と
費
用
は
。

課
長
　
本
宿
・
竹
原
区
を
対

象
に
２
千
件
、
全
町
を
対
象

に
２
千
件
の
計
４
千
件
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

最
も
利
用
が
見
込
ま
れ
る
高

齢
者
に
若
干
の
比
重
を
置
き
、

日
常
の
移
動
の
状
況
や
利
用

条
件
な
ど
を
確
認
す
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
調
査
業
務

の
費
用
は
５
４
０
万
円
で
あ

る
。

質
疑
　
町
道
上
長
窪
元
長
窪

線
の
、
今
回
の
補
正
箇
所
以

外
の
老
朽
化
し
て
い
る
箇
所

も
継
続
し
て
実
施
す
る
の
か
。

工
事
管
理
課
長
　
今
回
の
補

正
箇
所
は
元
長
窪
区
か
ら
要

望
が
挙
が
っ
て
き
た
も
の
で
、

区
と
現
地
調
査
を
行
う
中
で

老
朽
化
が
著
し
い
こ
と
を
確

認
し
た
。
当
該
路
線
は
舗
装

長
寿
命
化
計
画
の
対
象
路
線

で
あ
り
、
今
回
工
事
箇
所
以

外
に
も
老
朽
化
に
よ
る
舗
装

の
打
替
え
が
必
要
と
判
断
さ

れ
た
箇
所
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
。

質
疑
　
31
年
度
か
ら
長
期
包

括
的
業
務
委
託
方
式
に
移
行

す
る
こ
と
で
住
民
サ
ー
ビ
ス

は
低
下
し
な
い
か
。

く
ら
し
環
境
課
長
　
今
後
実

施
す
る
業
者
選
定
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
の
募
集
要
項
の
中
で
、

現
時
点
の
管
理
運
営
状
況
を

要
求
水
準
と
し
て
規
定
す
る
。

水
準
を
満
た
し
て
い
る
か
の

確
認
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
制

度
を
活
用
し
、
管
理
す
る
。

質
疑
　
今
回
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
型
防

犯
灯
１
５
０
灯
の
設
置
で
、

30
年
度
末
の
町
全
体
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
率
は
ど
う
な
る
か
。
町

内
全
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の

完
了
予
定
年
度
は
。

地
域
防
災
課
長
　
30
年
度
末

で
お
お
む
ね
90
％
の
設
置
率

と
な
り
、
完
了
は
32
年
度
を

予
定
し
て
い
る
。

質
疑
　
増
額
の
要
因
は
。

福
祉
保
険
課
長
　
件
数
の
増

加
に
併
せ
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
施

術
費
の
単
価
が
２
８
５
円
か

ら
３
４
０
円
に
、
往
療
料
が

１
８
０
０
円
か
ら
２
３
０
０

円
に
改
定
さ
れ
な
こ
と
が
主

な
要
因
で
あ
る
。

焼
却
場
の
長
期
包
括
的

業
務
委
託

長
泉
町
塵
芥
焼
却
場

　
　
　管
理
運
営
事
業

34
億
７
千
８
０
３
万
円

町
内
の
防
犯
強
化

ル
ミ
ナ
ス
ス
ト
リ
ー
ト

　
　
　
　整
備
事
業
費

８
６
１
万
円

バ
ス
利
用
の
実
態
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　
　
　
　運
行
事
業
費

△
３
２
４
万
円

単
価
の
改
定

国
保
一
般
被
保
険
者

　
　
　
　
　
　療
養
費

４
１
５
万
円

住
宅
な
ど
の
損
害
賠
償

　
10
月
１
日
未
明
に
通
過
し

た
台
風
24
号
の
暴
風
に
よ
り

南
小
学
校
区
放
課
後
児
童
会

「
あ
さ
が
お
児
童
館
」
の
屋

根
鋼
板
が
飛
ば
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
、
周
辺
６
世
帯
の
住

宅
な
ど
へ
の
損
害
賠
償
を
行

う
。

質
疑
　
賠
償
額
の
妥
当
性
は

ど
の
よ
う
に
確
認
し
た
か
。

こ
ど
も
未
来
課
長
　
損
害
賠

償
相
手
方
よ
り
、
修
繕
金
額

の
見
積
額
を
提
示
い
た
だ
き
、

そ
の
内
容
を
一
級
建
築
士
の

資
格
を
持
つ
町
職
員
が
精
査

し
、
確
認
し
た
。

賠
償
総
額

９
４
１
万
円

「
一
般
財
団
法
人
静
岡
県
建

築
住
宅
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
」
の
調
査
報
告
書
に
よ

る
と
、
直
接
的
原
因
は
、
施

工
業
者
に
あ
る
と
は
断
定
出

来
ず
、
ビ
ル
風
と
建
物
南
面

外
壁
が
反
復
す
る
強
風
の
複

合
的
突
風
で
あ
る
と
結
論
付

け
て
い
る
。
一
方
で
、
施
工

業
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
施

工
内
容
等
の
一
部
に
標
準
的

な
レ
ベ
ル
を
満
た
し
て
い
な

い
部
分
が
あ
っ
た
と
の
記
載

が
さ
れ
て
い
る
。
町
は
、
今

後
、
こ
の
よ
う
な
事
態
が
起

こ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
検
討

し
た
改
善
策
を
実
行
し
、
施

工
業
者
に
対
し
て
は
、
今
回

の
損
害
賠
償
責
任
を
直
接
負

う
こ
と
は
な
い
が
、
施
工
業

者
に
費
用
負
担
等
の
協
力
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
協

議
さ
れ
た
い
。

※

附
帯
決
議

　
議
案
を
可
決
す
る
際
に
、
議

　
案
を
付
託
さ
れ
た
委
員
会
の

　
意
思
を
表
明
す
る
決
議

附
帯
決
議
（
要
約
）

11月定例会審議議案と採決結果
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植
松
英
樹

下
山
和
則

山
田

　勝

四
方
義
男

大
沼
正
明

木
下
章
夫

下
山
哲
夫

柏
木 

豊

宮
口
嘉
隆

小
永
井
康
一

杉
森
賢
二

福
田

　明

米
山

　智

加
藤
祐
喜

長
野
晋
治

井
出
春
彦

審
議
結
果

議員

議案

推薦

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

○は賛成、×は反対、議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ採決に参加します。

体
育
施
設
の
指
定
管
理

そ
の
他
条
例
改
正

人
事
（
推
薦
）

《
指
定
管
理
者
》

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　
長
泉
町
体
育
協
会

《
指
定
期
間
》

　
31
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
５
年
間

《
対
象
施
設
》

　
竹
原
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　
ほ
か
５
施
設

・
長
泉
町
職
員
の
自
己
啓

　
発
等
休
業
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例

　
　
　
　
　
　
ほ
か
２
件

人
権
擁
護
委
員

坂
間
　
佳
子
　
氏（
継
続
）

増
島
　
清
　
氏
　（
新
規
）

さ
か 

ま      

よ
し 

こ

ま
す
じ
ま   

き
よ
し

会　計
4,954万円

628万円

46万円

63万円

128万円

5万円

△81万円

508万円

補正予算額
一般会計

国民健康保険事業

後期高齢者医療

介護保険事業

水道事業（収益的支出）

水道事業（資本的支出）

下水道事業（収益的支出）

下水道事業（資本的支出）
1万円未満は切り捨ててあります。

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めること

長泉町職員の自己啓発等休業に関する条例の一部を改正する条例

長泉町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

平成30年度長泉町一般会計補正予算（第３回）

平成30年度長泉町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２回）

平成30年度長泉町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２回）

平成30年度長泉町介護保険事業特別会計補正予算（第２回）

平成30年度長泉町水道事業会計補正予算（第１回）

平成30年度長泉町下水道事業会計補正予算（第２回）

公の施設の指定管理者の指定

損害賠償の額を定めること

長泉町特別職の職員で常勤のものの給料等に関する条例の一部を改正
する条例

利
用
者
の
増
加

自
立
支
援
介
護
訓
練

　
　
　
　給
付
事
業
費

２
千
11
万
円

障
害
児
通
所
給
付

　
　
　
　
　
　事
業
費

４
千
７
６
８
万
円

走
り
や
す
い
道
路
へ

主
要
道
路
等
舗
装

　
　
　
　
　
　事
業
費

１
千
３
８
３
万
円

※

債
務
負
担
行
為
補
正

　
こ
の
額
に
物
価
変
動
な

　
ど
に
よ
る
増
減
額
と
消

　
費
税
相
当
額
を
加
え
る
。

以
下
の
附
帯
決
議
を
付

す
こ
と
を
全
会
一
致
で

決
定
。

傷んだ町道の現地調査

被害状況の確認のため現地へ

420*297



議会ながいずみ　2019.2.1号議会ながいずみ　2019.2.1号 ４５ 議会ながいずみ　2019.2.1号

条例の改正など条例の改正など
30年第４回定例会は、11月26日から12月７日までの12日間の会期で開かれました。
30年度補正予算や条例制定など11議案、諮問１件を審議し、すべて原案どおり可
決しました。

30 年度補正予算30 年度補正予算
30年度補正予算は、総務民生常任委員会と建設文教常任委員会に審査を付託しました。
ここでは、主な委員会質疑の内容を紹介します。

11 月
定例会

質
疑
　
各
事
業
費
の
増
額
理

由
は
。

福
祉
保
険
課
長
　
自
立
支
援

介
護
訓
練
給
付
事
業
は
訪
問

系
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
前
年
度

比
利
用
者
数
で
約
４
０
０
人

の
増
、
障
害
児
通
所
給
付
事

業
は
児
童
発
達
支
援
な
ど
で

前
年
度
比
同
じ
く
約
４
７
０

人
の
増
を
見
込
ん
だ
こ
と
に

よ
る
。

質
疑
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
実
証
運
行
の
前
に
調
査
を

行
う
に
至
っ
た
経
緯
は
。

企
画
財
政
課
長
　
「
も
も
タ

ク
」
の
構
築
に
際
し
、
地
域

協
議
を
は
か
る
中
で
、
利
用

さ
れ
る
交
通
シ
ス
テ
ム
と
す

る
に
は
、
そ
の
地
域
の
住
民

の
意
見
や
ニ
ー
ズ
を
十
分
に

把
握
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

を
改
め
て
認
識
し
た
。

質
疑
　
新
た
な
公
共
交
通
導

入
の
た
め
の
調
査
業
務
と
し

て
行
う
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容

と
費
用
は
。

課
長
　
本
宿
・
竹
原
区
を
対

象
に
２
千
件
、
全
町
を
対
象

に
２
千
件
の
計
４
千
件
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

最
も
利
用
が
見
込
ま
れ
る
高

齢
者
に
若
干
の
比
重
を
置
き
、

日
常
の
移
動
の
状
況
や
利
用

条
件
な
ど
を
確
認
す
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
調
査
業
務

の
費
用
は
５
４
０
万
円
で
あ

る
。

質
疑
　
町
道
上
長
窪
元
長
窪

線
の
、
今
回
の
補
正
箇
所
以

外
の
老
朽
化
し
て
い
る
箇
所

も
継
続
し
て
実
施
す
る
の
か
。

工
事
管
理
課
長
　
今
回
の
補

正
箇
所
は
元
長
窪
区
か
ら
要

望
が
挙
が
っ
て
き
た
も
の
で
、

区
と
現
地
調
査
を
行
う
中
で

老
朽
化
が
著
し
い
こ
と
を
確

認
し
た
。
当
該
路
線
は
舗
装

長
寿
命
化
計
画
の
対
象
路
線

で
あ
り
、
今
回
工
事
箇
所
以

外
に
も
老
朽
化
に
よ
る
舗
装

の
打
替
え
が
必
要
と
判
断
さ

れ
た
箇
所
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
。

質
疑
　
31
年
度
か
ら
長
期
包

括
的
業
務
委
託
方
式
に
移
行

す
る
こ
と
で
住
民
サ
ー
ビ
ス

は
低
下
し
な
い
か
。

く
ら
し
環
境
課
長
　
今
後
実

施
す
る
業
者
選
定
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
の
募
集
要
項
の
中
で
、

現
時
点
の
管
理
運
営
状
況
を

要
求
水
準
と
し
て
規
定
す
る
。

水
準
を
満
た
し
て
い
る
か
の

確
認
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
制

度
を
活
用
し
、
管
理
す
る
。

質
疑
　
今
回
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
型
防

犯
灯
１
５
０
灯
の
設
置
で
、

30
年
度
末
の
町
全
体
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
率
は
ど
う
な
る
か
。
町

内
全
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の

完
了
予
定
年
度
は
。

地
域
防
災
課
長
　
30
年
度
末

で
お
お
む
ね
90
％
の
設
置
率

と
な
り
、
完
了
は
32
年
度
を

予
定
し
て
い
る
。

質
疑
　
増
額
の
要
因
は
。

福
祉
保
険
課
長
　
件
数
の
増

加
に
併
せ
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
施

術
費
の
単
価
が
２
８
５
円
か

ら
３
４
０
円
に
、
往
療
料
が

１
８
０
０
円
か
ら
２
３
０
０

円
に
改
定
さ
れ
な
こ
と
が
主

な
要
因
で
あ
る
。

焼
却
場
の
長
期
包
括
的

業
務
委
託

長
泉
町
塵
芥
焼
却
場

　
　
　管
理
運
営
事
業

34
億
７
千
８
０
３
万
円

町
内
の
防
犯
強
化

ル
ミ
ナ
ス
ス
ト
リ
ー
ト

　
　
　
　整
備
事
業
費

８
６
１
万
円

バ
ス
利
用
の
実
態
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　
　
　
　運
行
事
業
費

△
３
２
４
万
円

単
価
の
改
定

国
保
一
般
被
保
険
者

　
　
　
　
　
　療
養
費

４
１
５
万
円

住
宅
な
ど
の
損
害
賠
償

　
10
月
１
日
未
明
に
通
過
し

た
台
風
24
号
の
暴
風
に
よ
り

南
小
学
校
区
放
課
後
児
童
会

「
あ
さ
が
お
児
童
館
」
の
屋

根
鋼
板
が
飛
ば
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
、
周
辺
６
世
帯
の
住

宅
な
ど
へ
の
損
害
賠
償
を
行

う
。

質
疑
　
賠
償
額
の
妥
当
性
は

ど
の
よ
う
に
確
認
し
た
か
。

こ
ど
も
未
来
課
長
　
損
害
賠

償
相
手
方
よ
り
、
修
繕
金
額

の
見
積
額
を
提
示
い
た
だ
き
、

そ
の
内
容
を
一
級
建
築
士
の

資
格
を
持
つ
町
職
員
が
精
査

し
、
確
認
し
た
。

賠
償
総
額

９
４
１
万
円

「
一
般
財
団
法
人
静
岡
県
建

築
住
宅
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
」
の
調
査
報
告
書
に
よ

る
と
、
直
接
的
原
因
は
、
施

工
業
者
に
あ
る
と
は
断
定
出

来
ず
、
ビ
ル
風
と
建
物
南
面

外
壁
が
反
復
す
る
強
風
の
複

合
的
突
風
で
あ
る
と
結
論
付

け
て
い
る
。
一
方
で
、
施
工

業
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
施

工
内
容
等
の
一
部
に
標
準
的

な
レ
ベ
ル
を
満
た
し
て
い
な

い
部
分
が
あ
っ
た
と
の
記
載

が
さ
れ
て
い
る
。
町
は
、
今

後
、
こ
の
よ
う
な
事
態
が
起

こ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
検
討

し
た
改
善
策
を
実
行
し
、
施

工
業
者
に
対
し
て
は
、
今
回

の
損
害
賠
償
責
任
を
直
接
負

う
こ
と
は
な
い
が
、
施
工
業

者
に
費
用
負
担
等
の
協
力
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
協

議
さ
れ
た
い
。

※

附
帯
決
議

　
議
案
を
可
決
す
る
際
に
、
議

　
案
を
付
託
さ
れ
た
委
員
会
の

　
意
思
を
表
明
す
る
決
議

附
帯
決
議
（
要
約
）

11月定例会審議議案と採決結果

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

植
松
英
樹

下
山
和
則

山
田

　勝

四
方
義
男

大
沼
正
明

木
下
章
夫

下
山
哲
夫

柏
木 

豊

宮
口
嘉
隆

小
永
井
康
一

杉
森
賢
二

福
田

　明

米
山

　智

加
藤
祐
喜

長
野
晋
治

井
出
春
彦

審
議
結
果

議員

議案

推薦

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

○は賛成、×は反対、議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ採決に参加します。

体
育
施
設
の
指
定
管
理

そ
の
他
条
例
改
正

人
事
（
推
薦
）

《
指
定
管
理
者
》

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　
長
泉
町
体
育
協
会

《
指
定
期
間
》

　
31
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
５
年
間

《
対
象
施
設
》

　
竹
原
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　
ほ
か
５
施
設

・
長
泉
町
職
員
の
自
己
啓

　
発
等
休
業
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例

　
　
　
　
　
　
ほ
か
２
件

人
権
擁
護
委
員

坂
間
　
佳
子
　
氏（
継
続
）

増
島
　
清
　
氏
　（
新
規
）

さ
か 

ま      

よ
し 
こ

ま
す
じ
ま   

き
よ
し

会　計
4,954万円

628万円

46万円

63万円

128万円

5万円

△81万円

508万円

補正予算額
一般会計

国民健康保険事業

後期高齢者医療

介護保険事業

水道事業（収益的支出）

水道事業（資本的支出）

下水道事業（収益的支出）

下水道事業（資本的支出）
1万円未満は切り捨ててあります。

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めること

長泉町職員の自己啓発等休業に関する条例の一部を改正する条例

長泉町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

平成30年度長泉町一般会計補正予算（第３回）

平成30年度長泉町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２回）

平成30年度長泉町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２回）

平成30年度長泉町介護保険事業特別会計補正予算（第２回）

平成30年度長泉町水道事業会計補正予算（第１回）

平成30年度長泉町下水道事業会計補正予算（第２回）

公の施設の指定管理者の指定

損害賠償の額を定めること

長泉町特別職の職員で常勤のものの給料等に関する条例の一部を改正
する条例

利
用
者
の
増
加

自
立
支
援
介
護
訓
練

　
　
　
　給
付
事
業
費

２
千
11
万
円

障
害
児
通
所
給
付

　
　
　
　
　
　事
業
費

４
千
７
６
８
万
円

走
り
や
す
い
道
路
へ

主
要
道
路
等
舗
装

　
　
　
　
　
　事
業
費

１
千
３
８
３
万
円

※

債
務
負
担
行
為
補
正

　
こ
の
額
に
物
価
変
動
な

　
ど
に
よ
る
増
減
額
と
消

　
費
税
相
当
額
を
加
え
る
。

以
下
の
附
帯
決
議
を
付

す
こ
と
を
全
会
一
致
で

決
定
。

傷んだ町道の現地調査

被害状況の確認のため現地へ

420*297



一般質問　町政を問う

A
共
通
認
識
を
持
て
る
よ
う
連
携
に
取
り
組
む

Q
災
害
時
の
東
京
電
力
と
の
連
携
は

ズバリ!ズバリ!

町
政
を
問
う

♦７人が一般質問♦

２

一般質問とは…議員が
町政全般の執行状況や
方針、課題などを、執
行機関に直接質問する
こと。

加藤　祐喜 議員
１ 異常気象に対応した安全・安心なまちづくり

山田　勝 議員
１ 財政の見える化の体制強化を

杉森　賢二 議員
１ 世界に誇る医療城下町の計画を
２ 子どもを生み育てやすい支援と環境整備を

福田　明 議員
１ 安心・安全な生活のために
２ くらしと観光を問う

宮口　嘉隆 議員
１ 下土狩駅前、みんなが集うマチニワとコミセンの再生を
２ 幼稚園保育園（民間も含む）の安全対策は
３ 赤字６路線全廃で新たな循環コミバスに
４ 指定管理者制度、不交付団体、公共施設利用と稼ぐ行政
５ 自然災害・人的災害への対処、補助金見舞金など支援を
６ 高齢者就職支援は、町施設枠も

四方　義男 議員
１ 長泉の長期戦略と最適戦略
２ あと一歩前へ進める町施策

木下　章夫 議員
１ 長泉に観光大使とイメージキャラクター（ゆるキャラ）
　 を
２ 公共事業の費用対効果は
　 完成事業／福祉会館富士見テラス
３ 公共事業の費用対効果は
　 継続事業／桃沢郷まつり
４ 公共事業の費用対効果は
　 新規事業／鮎壺公園、パークゴルフ場、
　 　　　　　城山交差点新道路、新火葬場計画
５ 町の危機回避能力は赤信号

に
同
行
し
、
現
状
把
握
に
努

め
て
い
る
。
ま
た
、
町
が
毎

週
行
っ
て
い
る
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
に
お
い
て
、
適
正
に

管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
屋
外

広
告
物
を
発
見
し
た
際
は
、

県
に
報
告
し
指
導
な
ど
を
お

願
い
す
る
な
ど
、
情
報
の
共

有
を
は
か
っ
て
い
る
。

問

　長
泉
町
役
場
気
象
シ
ス

テ
ム
の
観
測
地
点
や
観
測
項

目
追
加
な
ど
の
考
え
は
。

総
務
部
長

　気
象
観
測
装
置

は
町
内
３
カ
所
に
雨
量
計
を

設
置
し
て
い
る
。
役
場
屋
上

の
観
測
機
器
に
は
風
速
計
、

温
度
計
、
湿
度
計
、
気
圧
計

も
併
設
し
て
い
る
。
そ
の
他

河
川
監
視
カ
メ
ラ
を
計
７
基

設
置
し
、
風
水
害
の
対
応
に

備
え
て
い
る
。
現
在
の
と
こ

ろ
追
加
の
計
画
は
な
い
が
、

今
回
の
台
風
被
害
な
ど
を
踏

ま
え
て
、
観
測
機
器
の
必
要

性
を
再
度
見
直
し
て
い
く
。

問

　台
風
24
号
に
よ
る
被
害

状
況
は
。

地
域
防
災
課
長

　強
風
に
よ

り
ト
タ
ン
な
ど
が
飛
ぶ
被
害

や
、
看
板
・
フ
ェ
ン
ス
の
倒

壊
、
倒
木
な
ど
多
く
の
被
害

が
発
生
し
た
。
ま
た
、
停
電

に
よ
る
信
号
不
点
灯
や
断
線

に
よ
り
、
電
線
か
ら
火
花
が

発
生
す
る
な
ど
の
報
告
も
あ

っ
た
。
11
月
20
日
時
点
で
の

罹
災
証
明
の
発
行
件
数
は
、

近
年
の
台
風
被
害
で
は
最
多

と
な
る
17
件
を
発
行
し
、
主

な
内
容
は
家
屋
の
屋
根
や
壁

な
ど
の
破
損
で
あ
っ
た
。

問

　看
板
の
管
理
は
所
有
者

責
任
で
あ
る
が
、
町
と
し
て

指
導
や
調
査
が
必
要
で
は
。

建
設
計
画
課
長

　条
例
に
基

づ
き
県
が
指
導
監
督
を
行
う

が
、
県
が
行
う
パ
ト
ロ
ー
ル

問

　停
電
が
広
範
囲
に
及
ん

だ
場
合
や
、
長
期
化
し
た
際

の
東
京
電
力
と
の
連
携
は
。

地
域
防
災
課
長 

台
風
24
号

の
影
響
に
よ
る
東
京
電
力
か

ら
の
停
電
情
報
は
、
地
区
ご

と
の
停
電
戸
数
や
復
旧
見
込

み
な
ど
の
現
状
報
告
が
主
な

も
の
で
あ
っ
た
。
現
在
、
具

体
的
な
防
災
協
定
や
覚
書
な

ど
の
取
り
交
わ
し
は
な
い
が
、

毎
年
「
静
岡
県
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
防
災
連
絡
会
」
な
ど
が
開

催
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
よ
う

な
機
会
を
通
じ
て
突
発
的
な

広
範
囲
の
停
電
を
未
然
に
防

ぎ
、
停
電
な
ど
が
生
じ
た
場

合
は
最
小
限
に
と
ど
め
、
住

民
生
活
の
復
旧
・
復
興
を
最

優
先
と
す
る
共
通
の
認
識
と

連
携
が
は
か
れ
る
よ
う
防
災

対
策
に
取
り
組
み
た
い
と
考

え
る
。

問

　台
風
24
号
に
よ
る
農
業

被
害
の
状
況
と
支
援
策
は
。

産
業
振
興
課
長
　
農
業
用
ハ

ウ
ス
の
ビ
ニ
ー
ル
の
破
れ
、

畜
舎
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
破
損

な
ど
の
施
設
被
害
が
大
半
で

あ
り
、
面
積
に
し
て
約
１
万

５
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
被
害

と
な
っ
た
。
緊
急
的
な
国
の

支
援
策
の
１
つ
と
し
て
、
被

災
農
業
者
向
け
経
営
体
育
成

支
援
事
業
の
実
施
が
決
定
さ

れ
た
。
こ
の
制
度
は
、
被
災

し
た
農
業
者
に
対
し
、
農
産

物
の
生
産
・
加
工
に
必
要
な

施
設
の
復
旧
、
撤
去
な
ど
を

支
援
す
る
も
の
で
、
事
前
着

工
も
助
成
対
象
と
な
る
た
め
、

よ
り
多
く
の
方
に
活
用
さ
れ

る
と
考
え
る
。
農
業
共
済
の

新
制
度
と
し
て
、
従
来
な

か
っ
た
作
物
被
害
に
対
す
る

補
償
も
加
わ
り
、
今
後
の
被

害
の
対
応
に
つ
な
げ
る
よ
う

加
入
の
働
き
か
け
を
し
て
い

き
た
い
。

異
常
気
象
に
対
応
し
た
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

1

4

5

6

7

3加藤　祐喜 議員
か とう　　ゆう き
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420*297

気象観測装置（町内では役場、塵芥焼却場、桃沢野外
活動センターに雨量計を設置）

※罹災証明…火災・風水害・地震などで被災した家屋や事業所などの被害の程度を証明する書類。



一般質問　町政を問う

A
共
通
認
識
を
持
て
る
よ
う
連
携
に
取
り
組
む

Q
災
害
時
の
東
京
電
力
と
の
連
携
は

ズバリ!ズバリ!

町
政
を
問
う

♦７人が一般質問♦

２

一般質問とは…議員が
町政全般の執行状況や
方針、課題などを、執
行機関に直接質問する
こと。

加藤　祐喜 議員
１ 異常気象に対応した安全・安心なまちづくり

山田　勝 議員
１ 財政の見える化の体制強化を

杉森　賢二 議員
１ 世界に誇る医療城下町の計画を
２ 子どもを生み育てやすい支援と環境整備を

福田　明 議員
１ 安心・安全な生活のために
２ くらしと観光を問う

宮口　嘉隆 議員
１ 下土狩駅前、みんなが集うマチニワとコミセンの再生を
２ 幼稚園保育園（民間も含む）の安全対策は
３ 赤字６路線全廃で新たな循環コミバスに
４ 指定管理者制度、不交付団体、公共施設利用と稼ぐ行政
５ 自然災害・人的災害への対処、補助金見舞金など支援を
６ 高齢者就職支援は、町施設枠も

四方　義男 議員
１ 長泉の長期戦略と最適戦略
２ あと一歩前へ進める町施策

木下　章夫 議員
１ 長泉に観光大使とイメージキャラクター（ゆるキャラ）
　 を
２ 公共事業の費用対効果は
　 完成事業／福祉会館富士見テラス
３ 公共事業の費用対効果は
　 継続事業／桃沢郷まつり
４ 公共事業の費用対効果は
　 新規事業／鮎壺公園、パークゴルフ場、
　 　　　　　城山交差点新道路、新火葬場計画
５ 町の危機回避能力は赤信号

に
同
行
し
、
現
状
把
握
に
努

め
て
い
る
。
ま
た
、
町
が
毎

週
行
っ
て
い
る
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
に
お
い
て
、
適
正
に

管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
屋
外

広
告
物
を
発
見
し
た
際
は
、

県
に
報
告
し
指
導
な
ど
を
お

願
い
す
る
な
ど
、
情
報
の
共

有
を
は
か
っ
て
い
る
。

問

　長
泉
町
役
場
気
象
シ
ス

テ
ム
の
観
測
地
点
や
観
測
項

目
追
加
な
ど
の
考
え
は
。

総
務
部
長

　気
象
観
測
装
置

は
町
内
３
カ
所
に
雨
量
計
を

設
置
し
て
い
る
。
役
場
屋
上

の
観
測
機
器
に
は
風
速
計
、

温
度
計
、
湿
度
計
、
気
圧
計

も
併
設
し
て
い
る
。
そ
の
他

河
川
監
視
カ
メ
ラ
を
計
７
基

設
置
し
、
風
水
害
の
対
応
に

備
え
て
い
る
。
現
在
の
と
こ

ろ
追
加
の
計
画
は
な
い
が
、

今
回
の
台
風
被
害
な
ど
を
踏

ま
え
て
、
観
測
機
器
の
必
要

性
を
再
度
見
直
し
て
い
く
。

問

　台
風
24
号
に
よ
る
被
害

状
況
は
。

地
域
防
災
課
長

　強
風
に
よ

り
ト
タ
ン
な
ど
が
飛
ぶ
被
害

や
、
看
板
・
フ
ェ
ン
ス
の
倒

壊
、
倒
木
な
ど
多
く
の
被
害

が
発
生
し
た
。
ま
た
、
停
電

に
よ
る
信
号
不
点
灯
や
断
線

に
よ
り
、
電
線
か
ら
火
花
が

発
生
す
る
な
ど
の
報
告
も
あ

っ
た
。
11
月
20
日
時
点
で
の

罹
災
証
明
の
発
行
件
数
は
、

近
年
の
台
風
被
害
で
は
最
多

と
な
る
17
件
を
発
行
し
、
主

な
内
容
は
家
屋
の
屋
根
や
壁

な
ど
の
破
損
で
あ
っ
た
。

問

　看
板
の
管
理
は
所
有
者

責
任
で
あ
る
が
、
町
と
し
て

指
導
や
調
査
が
必
要
で
は
。

建
設
計
画
課
長

　条
例
に
基

づ
き
県
が
指
導
監
督
を
行
う

が
、
県
が
行
う
パ
ト
ロ
ー
ル

問

　停
電
が
広
範
囲
に
及
ん

だ
場
合
や
、
長
期
化
し
た
際

の
東
京
電
力
と
の
連
携
は
。

地
域
防
災
課
長 

台
風
24
号

の
影
響
に
よ
る
東
京
電
力
か

ら
の
停
電
情
報
は
、
地
区
ご

と
の
停
電
戸
数
や
復
旧
見
込

み
な
ど
の
現
状
報
告
が
主
な

も
の
で
あ
っ
た
。
現
在
、
具

体
的
な
防
災
協
定
や
覚
書
な

ど
の
取
り
交
わ
し
は
な
い
が
、

毎
年
「
静
岡
県
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
防
災
連
絡
会
」
な
ど
が
開

催
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
よ
う

な
機
会
を
通
じ
て
突
発
的
な

広
範
囲
の
停
電
を
未
然
に
防

ぎ
、
停
電
な
ど
が
生
じ
た
場

合
は
最
小
限
に
と
ど
め
、
住

民
生
活
の
復
旧
・
復
興
を
最

優
先
と
す
る
共
通
の
認
識
と

連
携
が
は
か
れ
る
よ
う
防
災

対
策
に
取
り
組
み
た
い
と
考

え
る
。

問

　台
風
24
号
に
よ
る
農
業

被
害
の
状
況
と
支
援
策
は
。

産
業
振
興
課
長
　
農
業
用
ハ

ウ
ス
の
ビ
ニ
ー
ル
の
破
れ
、

畜
舎
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
破
損

な
ど
の
施
設
被
害
が
大
半
で

あ
り
、
面
積
に
し
て
約
１
万

５
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
被
害

と
な
っ
た
。
緊
急
的
な
国
の

支
援
策
の
１
つ
と
し
て
、
被

災
農
業
者
向
け
経
営
体
育
成

支
援
事
業
の
実
施
が
決
定
さ

れ
た
。
こ
の
制
度
は
、
被
災

し
た
農
業
者
に
対
し
、
農
産

物
の
生
産
・
加
工
に
必
要
な

施
設
の
復
旧
、
撤
去
な
ど
を

支
援
す
る
も
の
で
、
事
前
着

工
も
助
成
対
象
と
な
る
た
め
、

よ
り
多
く
の
方
に
活
用
さ
れ

る
と
考
え
る
。
農
業
共
済
の

新
制
度
と
し
て
、
従
来
な

か
っ
た
作
物
被
害
に
対
す
る

補
償
も
加
わ
り
、
今
後
の
被

害
の
対
応
に
つ
な
げ
る
よ
う

加
入
の
働
き
か
け
を
し
て
い

き
た
い
。

異
常
気
象
に
対
応
し
た
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

1

4

5

6

7

3加藤　祐喜 議員
か とう　　ゆう き
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※
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さ
い

420*297

気象観測装置（町内では役場、塵芥焼却場、桃沢野外
活動センターに雨量計を設置）

※罹災証明…火災・風水害・地震などで被災した家屋や事業所などの被害の程度を証明する書類。



８９ 議会ながいずみ　2019.２.1号議会ながいずみ　2019.２.1号議会ながいずみ　2019.２.1号

一般質問　町政を問う

認定こども園化された北こども園

一般質問　町政を問う

A
今
後
現
状
分
析
を
行
い
、
公
表
の
手
法
を
研
究
す
る

Q
財
政
の
見
え
る
化
の
体
制
強
化
を

住
民
１
人
あ
た
り
資
産
額
が

２
４
７
万
８
千
円
。
負
債
額

が
13
万
円
。
債
務
償
還
可
能

年
数
が
１
．
２
年
と
な
っ
て

い
る
な
ど
、
良
好
な
財
務
状

況
で
あ
る
。

問

　減
価
償
却
の
考
え
方
を

導
入
し
、
財
源
確
保
に
向
け

た
基
金
積
み
立
て
の
条
例
改

正
は
。

総
務
部
長
　
減
価
償
却
費
相

当
額
を
積
み
立
て
る
こ
と
は

理
に
か
な
っ
て
い
る
。
今
後

は
、
状
況
に
応
じ
て
公
共
施

設
の
統
合
や
事
業
の
広
域
化

な
ど
の
検
討
も
必
要
に
な
り
、

こ
れ
ら
に
合
わ
せ
て
積
立
額

の
見
直
し
も
必
要
に
な
る
。

現
時
点
で
は
公
共
施
設
長
寿

命
化
基
金
条
例
の
改
正
は
考

え
て
い
な
い
。

問

　ス
ト
ッ
ク
情
報
の
公
表

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。
各
財
務
諸
表
の
内
容
に

問

　進
捗
状
況
と
手
法
は
。

企
画
財
政
課
長

　28
年
度
に
、

新
基
準
に
基
づ
く
固
定
資
産

台
帳
を
新
た
に
整
備
。
29
年

度
に
は
、
前
年
度
に
整
備
し

た
台
帳
の
更
新
及
び
財
務
諸

表
を
作
成
。
本
年
度
も
前
年

度
の
決
算
を
基
に
財
務
諸
表

を
作
成
し
て
い
る
。
ま
た
、

仕
訳
作
業
は
、
期
末
一
括
仕

訳
を
採
用
し
て
い
る
。
現
在

税
理
士
法
人
に
業
務
委
託
し
、

台
帳
の
更
新
や
決
算
伝
票
な

ど
の
仕
訳
、
財
務
諸
表
や
注

記
な
ど
の
作
成
作
業
と
さ
ま

ざ
ま
な
助
言
を
受
け
て
い
る
。

問

　財
務
諸
表
の
分
析
と
見

解
は
。

課
長
　
資
産
合
計
は
、
お
お

む
ね
１
千
63
億
２
千
万
円
。

町
債
な
ど
の
負
債
合
計
は
、

お
お
む
ね
59
億
５
千
万
円
。

関
す
る
明
細
書
ま
で
踏
み
込

ん
で
公
表
す
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長
　
公
会
計
制

度
も
、
財
務
書
類
の
整
備
か

ら
活
用
へ
の
段
階
に
ス
テ
ー

ジ
が
変
わ
っ
て
き
た
。
説
明

責
任
と
い
う
観
点
か
ら
も
、

今
後
、
既
に
冊
子
と
し
て
公

表
し
て
い
る
自
治
体
な
ど
も

参
考
に
、
わ
か
り
や
す
い
公

表
の
手
法
を
研
究
し
て
い
く
。

問

　計
画
の
策
定
状
況
は
。

更
新
計
画
を
80
年
延
ば
す
こ

と
が
可
能
で
あ
る
と
文
部
科

学
省
の
見
解
が
あ
る
。
更
新

計
画
、
長
寿
命
化
の
見
直
し

の
考
え
は
。

総
務
部
長
　
当
町
は
、
計
画

に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
、

27
年
に
建
築
物
の
み
を
対
象

と
し
た
「
長
泉
町
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
計

画
」
を
策
定
し
た
。
来
年
度

以
降
、
公
共
施
設
の
個
別
施

設
計
画
の
策
定
を
進
め
る
中

で
、
町
の
将
来
的
負
担
や
収

支
状
況
を
鑑
み
、
建
て
替
え

時
期
、
手
法
な
ど
の
具
体
的

な
検
討
を
予
定
し
て
い
る
。

問

　総
合
管
理
計
画
は
完
成

し
て
い
る
の
か
。

部
長
　
既
に
建
築
物
は
完
成

し
て
お
り
、
別
途
橋
梁
長
寿

命
化
修
繕
計
画
、
舗
装
長
寿

命
化
計
画
を
策
定
し
た
。
現

在
、
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直

し
や
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
基
本
計
画
の
策
定

を
進
め
て
い
る
。
イ
ン
フ
ラ

全
体
の
将
来
負
担
を
把
握
す

る
こ
と
で
計
画
に
見
合
う
も

の
が
で
き
る
。

問

　計
画
の
完
成
時
期
は
。

部
長
　
す
べ
て
の
計
画
の
取

り
ま
と
め
に
、
こ
こ
１
〜
２

年
程
度
必
要
と
考
え
て
い
る
。

新
公
会
計
制
度

公
共
施
設
総
合
管
理
計
画

山田　勝 議員
やま だ     まさる

杉森　賢二 議員
すぎもり　　けん じ

420*297

A
町
内
中
小
企
業
へ
支
援
し
事
業
を
促
進
し
た
い

Q
県
と
連
携
し
た
医
療
城
下
町
の
取
り
組
み
を

支
援
、
新
製
品
や
新
技
術
な

ど
の
開
発
、
販
路
拡
大
事
業

な
ど
の
補
助
事
業
を
設
け
て

い
る
。
今
後
も
こ
れ
ら
を
有

効
活
用
し
、
フ
ァ
ル
マ
バ

レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
町

内
中
小
企
業
へ
の
支
援
を
行

い
事
業
を
促
進
さ
せ
て
い
き

た
い
。

問

　フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
の
関
わ
り
を
前

提
に
、
中
小
企
業
の
強
み
を

生
か
せ
る
事
業
の
促
進
に
対

す
る
町
内
企
業
へ
の
支
援
を
。

産
業
振
興
課
長

　町
で
は
中

小
企
業
に
よ
る
産
業
財
産
権

の
取
得
や
産
学
共
同
研
究
の

問

　町
外
か
ら
静
岡
県
医
療

健
康
産
業
研
究
セ
ン
タ
ー
に

入
所
す
る
事
業
者
に
対
し
、

今
後
の
投
資
的
支
援
な
ど
町

の
計
画
は
。

課
長

　同
施
設
を
運
営
す
る

一
般
社
団
法
人
ふ
じ
の
く
に

医
療
城
下
町
推
進
機
構
と
の

協
議
の
中
で
は
、
入
所
企
業

が
求
め
て
い
る
の
は
財
政
的

な
支
援
よ
り
も
、
地
域
産
業

と
の
連
携
や
事
業
拡
大
に
対

す
る
支
援
で
あ
る
。
今
後
、

機
構
と
の
連
携
を
密
に
、
支

援
の
仕
組
み
を
構
築
し
た
い
。

フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
さ
ら
な
る
発
展
を

A
町
立
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園
移
行
調
査
を
進
め
る

Q
既
存
町
立
幼
稚
園
の
早
期
認
定
こ
ど
も
園
化
推
進
を

６
０
人
、
助
成
額
１
千
１
０

１
万
３
千
円
で
、
利
用
者
は

減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
町

内
に
民
間
保
育
所
が
開
園
し

た
こ
と
、
町
立
北
幼
稚
園
を

認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
し
た

こ
と
で
受
け
入
れ
人
数
が
拡

大
さ
れ
た
た
め
と
考
え
て
い

る
。

問

　や
む
を
得
ず
認
可
外
に

通
っ
て
い
る
件
数
と
補
助
額

は
以
前
と
比
較
し
て
ど
う
か
。

こ
ど
も
未
来
課
長
　
28
年
度

月
極
め
保
育
事
業
利
用
者
は
、

延
べ
４
５
０
人
、
助
成
額
１

千
３
０
３
万
８
１
０
０
円
、

29
年
度
利
用
者
は
、
延
べ
３

問

　早
期
の
こ
ど
も
園
化
促

進
計
画
の
考
え
は
。

町
長

　待
機
児
童
解
消
は
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

保
育
量
を
確
保
す
る
た
め
、

認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
は

必
須
な
課
題
と
考
え
る
。
来

年
度
に
は
一
部
の
民
間
保
育

所
が
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移

行
を
進
め
て
お
り
、
町
立
幼

稚
園
に
お
い
て
も
認
定
こ
ど

も
園
移
行
に
向
け
て
利
用
状

況
や
施
設
整
備
、
園
区
に
お

け
る
３
歳
未
満
児
の
推
移
な

ど
を
調
査
し
、
ど
の
幼
稚
園

が
適
し
て
い
る
の
か
を
研
究

し
て
い
く
。

潜
在
的
待
機
園
児
ゼ
ロ

県民１人あたりの
資産額

県民１人あたりの
負債額

県民１人あたりの
行政コスト

静岡県 99万      円 96万      円 26万      円

住民１人あたりの
資産額

住民１人あたりの
負債額

住民１人あたりの
行政コスト

三島市 144万１千円 39万４千円 26万８千円

裾野市 210万４千円 66万      円 55万      円

長泉町 247万８千円 13万９千円 29万３千円

町の借入金の役割
・財政上の収入と支出との年度間調整
・住民負担の世代間の公平を確保するための調整
・一般財源の確保
・国の経済政策との調整
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一般質問　町政を問う

認定こども園化された北こども園

一般質問　町政を問う

A
今
後
現
状
分
析
を
行
い
、
公
表
の
手
法
を
研
究
す
る

Q
財
政
の
見
え
る
化
の
体
制
強
化
を

住
民
１
人
あ
た
り
資
産
額
が

２
４
７
万
８
千
円
。
負
債
額

が
13
万
円
。
債
務
償
還
可
能

年
数
が
１
．
２
年
と
な
っ
て

い
る
な
ど
、
良
好
な
財
務
状

況
で
あ
る
。

問

　減
価
償
却
の
考
え
方
を

導
入
し
、
財
源
確
保
に
向
け

た
基
金
積
み
立
て
の
条
例
改

正
は
。

総
務
部
長
　
減
価
償
却
費
相

当
額
を
積
み
立
て
る
こ
と
は

理
に
か
な
っ
て
い
る
。
今
後

は
、
状
況
に
応
じ
て
公
共
施

設
の
統
合
や
事
業
の
広
域
化

な
ど
の
検
討
も
必
要
に
な
り
、

こ
れ
ら
に
合
わ
せ
て
積
立
額

の
見
直
し
も
必
要
に
な
る
。

現
時
点
で
は
公
共
施
設
長
寿

命
化
基
金
条
例
の
改
正
は
考

え
て
い
な
い
。

問

　ス
ト
ッ
ク
情
報
の
公
表

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。
各
財
務
諸
表
の
内
容
に

問

　進
捗
状
況
と
手
法
は
。

企
画
財
政
課
長

　28
年
度
に
、

新
基
準
に
基
づ
く
固
定
資
産

台
帳
を
新
た
に
整
備
。
29
年

度
に
は
、
前
年
度
に
整
備
し

た
台
帳
の
更
新
及
び
財
務
諸

表
を
作
成
。
本
年
度
も
前
年

度
の
決
算
を
基
に
財
務
諸
表

を
作
成
し
て
い
る
。
ま
た
、

仕
訳
作
業
は
、
期
末
一
括
仕

訳
を
採
用
し
て
い
る
。
現
在

税
理
士
法
人
に
業
務
委
託
し
、

台
帳
の
更
新
や
決
算
伝
票
な

ど
の
仕
訳
、
財
務
諸
表
や
注

記
な
ど
の
作
成
作
業
と
さ
ま

ざ
ま
な
助
言
を
受
け
て
い
る
。

問

　財
務
諸
表
の
分
析
と
見

解
は
。

課
長
　
資
産
合
計
は
、
お
お

む
ね
１
千
63
億
２
千
万
円
。

町
債
な
ど
の
負
債
合
計
は
、

お
お
む
ね
59
億
５
千
万
円
。

関
す
る
明
細
書
ま
で
踏
み
込

ん
で
公
表
す
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長
　
公
会
計
制

度
も
、
財
務
書
類
の
整
備
か

ら
活
用
へ
の
段
階
に
ス
テ
ー

ジ
が
変
わ
っ
て
き
た
。
説
明

責
任
と
い
う
観
点
か
ら
も
、

今
後
、
既
に
冊
子
と
し
て
公

表
し
て
い
る
自
治
体
な
ど
も

参
考
に
、
わ
か
り
や
す
い
公

表
の
手
法
を
研
究
し
て
い
く
。

問

　計
画
の
策
定
状
況
は
。

更
新
計
画
を
80
年
延
ば
す
こ

と
が
可
能
で
あ
る
と
文
部
科

学
省
の
見
解
が
あ
る
。
更
新

計
画
、
長
寿
命
化
の
見
直
し

の
考
え
は
。

総
務
部
長
　
当
町
は
、
計
画

に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
、

27
年
に
建
築
物
の
み
を
対
象

と
し
た
「
長
泉
町
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
計

画
」
を
策
定
し
た
。
来
年
度

以
降
、
公
共
施
設
の
個
別
施

設
計
画
の
策
定
を
進
め
る
中

で
、
町
の
将
来
的
負
担
や
収

支
状
況
を
鑑
み
、
建
て
替
え

時
期
、
手
法
な
ど
の
具
体
的

な
検
討
を
予
定
し
て
い
る
。

問

　総
合
管
理
計
画
は
完
成

し
て
い
る
の
か
。

部
長
　
既
に
建
築
物
は
完
成

し
て
お
り
、
別
途
橋
梁
長
寿

命
化
修
繕
計
画
、
舗
装
長
寿

命
化
計
画
を
策
定
し
た
。
現

在
、
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直

し
や
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
基
本
計
画
の
策
定

を
進
め
て
い
る
。
イ
ン
フ
ラ

全
体
の
将
来
負
担
を
把
握
す

る
こ
と
で
計
画
に
見
合
う
も

の
が
で
き
る
。

問

　計
画
の
完
成
時
期
は
。

部
長
　
す
べ
て
の
計
画
の
取

り
ま
と
め
に
、
こ
こ
１
〜
２

年
程
度
必
要
と
考
え
て
い
る
。

新
公
会
計
制
度

公
共
施
設
総
合
管
理
計
画

山田　勝 議員
やま だ     まさる

杉森　賢二 議員
すぎもり　　けん じ

420*297

A
町
内
中
小
企
業
へ
支
援
し
事
業
を
促
進
し
た
い

Q
県
と
連
携
し
た
医
療
城
下
町
の
取
り
組
み
を

支
援
、
新
製
品
や
新
技
術
な

ど
の
開
発
、
販
路
拡
大
事
業

な
ど
の
補
助
事
業
を
設
け
て

い
る
。
今
後
も
こ
れ
ら
を
有

効
活
用
し
、
フ
ァ
ル
マ
バ

レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
町

内
中
小
企
業
へ
の
支
援
を
行

い
事
業
を
促
進
さ
せ
て
い
き

た
い
。

問

　フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
の
関
わ
り
を
前

提
に
、
中
小
企
業
の
強
み
を

生
か
せ
る
事
業
の
促
進
に
対

す
る
町
内
企
業
へ
の
支
援
を
。

産
業
振
興
課
長

　町
で
は
中

小
企
業
に
よ
る
産
業
財
産
権

の
取
得
や
産
学
共
同
研
究
の

問

　町
外
か
ら
静
岡
県
医
療

健
康
産
業
研
究
セ
ン
タ
ー
に

入
所
す
る
事
業
者
に
対
し
、

今
後
の
投
資
的
支
援
な
ど
町

の
計
画
は
。

課
長

　同
施
設
を
運
営
す
る

一
般
社
団
法
人
ふ
じ
の
く
に

医
療
城
下
町
推
進
機
構
と
の

協
議
の
中
で
は
、
入
所
企
業

が
求
め
て
い
る
の
は
財
政
的

な
支
援
よ
り
も
、
地
域
産
業

と
の
連
携
や
事
業
拡
大
に
対

す
る
支
援
で
あ
る
。
今
後
、

機
構
と
の
連
携
を
密
に
、
支

援
の
仕
組
み
を
構
築
し
た
い
。

フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
さ
ら
な
る
発
展
を

A
町
立
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園
移
行
調
査
を
進
め
る

Q
既
存
町
立
幼
稚
園
の
早
期
認
定
こ
ど
も
園
化
推
進
を

６
０
人
、
助
成
額
１
千
１
０

１
万
３
千
円
で
、
利
用
者
は

減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
町

内
に
民
間
保
育
所
が
開
園
し

た
こ
と
、
町
立
北
幼
稚
園
を

認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
し
た

こ
と
で
受
け
入
れ
人
数
が
拡

大
さ
れ
た
た
め
と
考
え
て
い

る
。

問

　や
む
を
得
ず
認
可
外
に

通
っ
て
い
る
件
数
と
補
助
額

は
以
前
と
比
較
し
て
ど
う
か
。

こ
ど
も
未
来
課
長
　
28
年
度

月
極
め
保
育
事
業
利
用
者
は
、

延
べ
４
５
０
人
、
助
成
額
１

千
３
０
３
万
８
１
０
０
円
、

29
年
度
利
用
者
は
、
延
べ
３

問

　早
期
の
こ
ど
も
園
化
促

進
計
画
の
考
え
は
。

町
長

　待
機
児
童
解
消
は
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

保
育
量
を
確
保
す
る
た
め
、

認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
は

必
須
な
課
題
と
考
え
る
。
来

年
度
に
は
一
部
の
民
間
保
育

所
が
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移

行
を
進
め
て
お
り
、
町
立
幼

稚
園
に
お
い
て
も
認
定
こ
ど

も
園
移
行
に
向
け
て
利
用
状

況
や
施
設
整
備
、
園
区
に
お

け
る
３
歳
未
満
児
の
推
移
な

ど
を
調
査
し
、
ど
の
幼
稚
園

が
適
し
て
い
る
の
か
を
研
究

し
て
い
く
。

潜
在
的
待
機
園
児
ゼ
ロ

県民１人あたりの
資産額

県民１人あたりの
負債額

県民１人あたりの
行政コスト

静岡県 99万      円 96万      円 26万      円

住民１人あたりの
資産額

住民１人あたりの
負債額

住民１人あたりの
行政コスト

三島市 144万１千円 39万４千円 26万８千円

裾野市 210万４千円 66万      円 55万      円

長泉町 247万８千円 13万９千円 29万３千円

町の借入金の役割
・財政上の収入と支出との年度間調整
・住民負担の世代間の公平を確保するための調整
・一般財源の確保
・国の経済政策との調整
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一般質問　町政を問う

下土狩駅前ににぎわい創出のための施設を（写真は八戸市マチニワ）

一般質問　町政を問う

トイレ整備が必要な鮎壺公園

A
地
震
災
害
本
部
会
議
を
開
催
し
、
全
職
員
動
員
体
制
を
と
る

Q
東
南
海
地
震
で
の
臨
時
情
報
後
の
対
応
は

Q
鮎
壺
公
園
の
整
備
計
画
は

A
31
年
度
に
詳
細
な
設
計
を
行
う

問
　
マ
イ
防
災
マ
ッ
プ
・
マ

イ
防
災
プ
ラ
ン
の
作
成
を
。

総
務
部
長
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
は
、
31
年
度
に
全
戸
配
布

を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

防
災
マ
ッ
プ
や
防
災
プ
ラ
ン

は
、
い
く
つ
か
の
区
で
は
既

に
整
備
済
み
で
あ
る
。
各
区

か
ら
相
談
や
要
請
が
あ
れ
ば
、

積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

問
　
１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

・
障
が
い
者
の
避
難
体
制
は
。

福
祉
保
険
課
長
　
要
配
慮
者

は
、
各
自
治
会
、
自
主
防
災

会
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

間
で
情
報
の
共
有
化
を
は
か

り
、
迅
速
な
支
援
体
制
を
構

築
し
て
い
る
。

問
　
各
避
難
所
で
の
管
理
体

制
・
職
員
配
置
は
。

部
長
　
６
カ
所
の
広
域
避
難

場
所
で
は
、
年
１
回
、
各
学

校
主
催
の
防
災
会
議
に
お
い

て
、
学
校
職
員
、
自
主
防
災

会
、
避
難
所
配
備
職
員
で
有

事
の
際
の
対
応
に
つ
い
て
協

議
し
て
い
る
。
職
員
配
備
は
、

小
学
校
が
４
人
、
中
学
校
・

知
徳
高
校
に
１
人
ず
つ
配
備

す
る
。
そ
の
後
、
町
内
の
被

害
状
況
に
よ
り
有
効
に
人
材

を
配
置
す
る
。

問
　
避
難
所
に
ペ
ッ
ト
は
連

れ
て
い
け
る
の
か
。

地
域
防
災
課
長
　
避
難
所
ご

と
に
配
置
場
所
も
決
ま
っ
て

い
る
。
な
お
、
ペ
ッ
ト
フ
ー

ド
な
ど
は
飼
い
主
が
備
蓄
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

備
の
方
向
性
や
施
設
な
ど
の

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
概

略
設
計
を
進
め
て
い
る
。

問
　
ト
イ
レ
の
整
備
を
早
急

に
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

都
市
環
境
部
長
　
鮎
壺
公
園

の
整
備
は
こ
れ
か
ら
詳
細
設

計
、
用
地
取
得
と
時
間
が
か

か
り
、
ト
イ
レ
の
み
の
先
行

整
備
は
考
え
て
い
な
い
。
ま

問
　
整
備
計
画
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
。

建
設
計
画
課
長
　
本
年
度
、

周
辺
住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
と
、
公
園
や
下
土
狩
駅

周
辺
の
活
性
化
を
テ
ー
マ
に

し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
た
。
そ
の
中
で
公
園
整

た
、
長
泉
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
や
割
狐
塚
稲
荷
神
社
な

ど
、
下
土
狩
周
辺
を
回
遊
す

る
仕
組
み
な
ど
、
多
角
的
、

計
画
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
に
設
置
す
る
考
え
は
。

住
民
福
祉
部
長
　
町
内
で
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
る
施
設

は
、
公
共
施
設
の
ほ
か
に
商

業
施
設
、
飲
食
店
、
金
融
機

関
や
事
業
所
な
ど
が
あ
り
、

１
４
６
台
が
登
録
さ
れ
て
い

る
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
の
際
に

は
一
刻
を
争
う
迅
速
な
対
応

が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
へ

の
設
置
も
研
究
し
て
い
く
。

災
害
時
の
対
応

鮎
壺
公
園
整
備

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置

A
来
訪
者
の
利
便
性
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
目
指
す

Q
下
土
狩
駅
前
、
み
ん
な
が
集
う
マ
チ
ニ
ワ
の
再
生
を

Q
新
た
な
循
環
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
は

A
地
域
に
あ
っ
た
運
行
形
態
が
望
ま
し
い

他
の
駅
と
単
純
に
比
較
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。

問
　
ジ
オ
観
光
で
注
目
を
浴

び
て
い
る
今
、
鮎
壺
公
園
と

駅
周
辺
を
個
々
に
整
備
す
る

考
え
は
。

建
設
計
画
課
長
　
鮎
壺
公
園
、

下
土
狩
駅
周
辺
を
１
つ
の
エ

リ
ア
と
し
て
と
ら
え
、
一
体

的
に
整
備
す
る
こ
と
で
、
拠

問
　
近
隣
市
町
が
整
備
す
る

中
で
、
駅
前
開
発
が
遅
れ
て

い
る
原
因
は
。

都
市
環
境
部
長
　
鉄
道
駅
周

辺
の
整
備
は
、
土
地
の
権
利

関
係
や
駅
の
利
用
者
数
の
変

化
、
民
間
開
発
の
動
向
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
り
、

点
の
求
心
力
向
上
が
見
込
ま

れ
る
。
公
園
と
駅
周
辺
の
整

備
を
同
時
に
行
う
こ
と
は
、

多
額
の
事
業
費
に
加
え
、
事

業
の
長
期
化
が
懸
念
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
鮎
壺
公
園
の
整

備
を
優
先
し
て
い
く
。

問
　
駅
周
辺
の
土
地
を
取
得

し
、
多
目
的
な
機
能
を
揃
え

た
複
合
施
設
の
整
備
を
す
る

考
え
は
な
い
か
。

都
市
環
境
部
長
　
下
土
狩
駅

周
辺
の
大
規
模
な
ハ
ー
ド
整

備
は
予
定
し
て
い
な
い
た
め
、

土
地
取
得
や
施
設
整
備
は
考

え
て
い
な
い
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
な
が
い
ず
み
や
民
間
の

空
き
家
、
空
き
店
舗
な
ど
既

存
施
設
の
利
活
用
に
よ
り
、

駅
周
辺
の
活
性
化
や
に
ぎ
わ

い
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

の
把
握
・
分
析
を
し
た
う
え

で
、
具
体
的
な
実
証
運
行
の

交
通
形
態
を
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
今
後
の
循
環
バ
ス
の
運

行
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

課
長
　
結
節
点
と
な
る
下
土

狩
駅
や
長
泉
な
め
り
駅
を
基

点
に
、
既
存
の
鉄
道
、
路
線

問
　
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク

シ
ー
実
証
運
行
は
、
桃
沢
地

区
の
み
で
は
な
く
町
内
全
域

で
実
施
す
る
べ
き
で
は
。

企
画
財
政
課
長
　
現
在
、
竹

原
区
、
本
宿
区
を
モ
デ
ル
地

区
と
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
て
お
り
、
地
域
の
実
態

バ
ス
、
ま
た
デ
マ
ン
ド
型
乗

合
タ
ク
シ
ー
な
ど
と
の
接
続

を
考
慮
し
た
路
線
の
再
構
築

を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
よ

り
利
用
し
や
す
い
利
便
性
の

高
い
路
線
と
す
る
た
め
、
地

域
住
民
、
交
通
事
業
者
を
含

め
た
関
係
者
と
の
協
議
を
は

か
っ
て
い
く
。

問
　
路
線
便
数
の
増
便
や
小

型
バ
ス
の
導
入
な
ど
、
新
た

な
仕
組
み
の
検
討
を
。

課
長
　
町
が
運
行
主
体
と
な

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の
新

規
導
入
は
不
可
欠
と
考
え
て

い
る
。
た
だ
し
、
新
た
に
導

入
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通

の
運
行
形
態
は
バ
ス
の
み
で

な
く
、
そ
の
地
域
に
合
っ
た

も
の
を
選
択
し
て
い
く
こ
と

が
好
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

下
土
狩
駅
前
開
発

地
域
公
共
交
通

宮口　嘉隆 議員
みやぐち　　よしたか

福田　明 議員
ふく だ　　あきら

420*297
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地
震
災
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本
部
会
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を
開
催
し
、
全
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員
動
員
体
制
を
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る

Q
東
南
海
地
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で
の
臨
時
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後
の
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は

Q
鮎
壺
公
園
の
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備
計
画
は

A
31
年
度
に
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細
な
設
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を
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う

問
　
マ
イ
防
災
マ
ッ
プ
・
マ

イ
防
災
プ
ラ
ン
の
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成
を
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部
長
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ザ
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ド
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は
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に
全
戸
配
布

を
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定
し
て
い
る
。
ま
た
、

防
災
マ
ッ
プ
や
防
災
プ
ラ
ン

は
、
い
く
つ
か
の
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で
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に
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で
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や
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が
あ
れ
ば
、

積
極
的
に
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１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

・
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が
い
者
の
避
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体
制
は
。

福
祉
保
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長
　
要
配
慮
者

は
、
各
自
治
会
、
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主
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会
、
民
生
委
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・
児
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間
で
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の
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を
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迅
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な
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の
管
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は
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部
長
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カ
所
の
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で
は
、
年
１
回
、
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学
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主
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の
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に
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、
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主
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配
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有

事
の
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の
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配
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、
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が
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、
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高
校
に
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人
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配
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の
後
、
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の
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に
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り
有
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に
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材

を
配
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避
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長
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ご

と
に
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本
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調
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公
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、
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下
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計
画
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ビ
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エ
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ス
ス
ト

ア
に
設
置
す
る
考
え
は
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住
民
福
祉
部
長
　
町
内
で
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を
設
置
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て
い
る
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設

は
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共
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設
の
ほ
か
に
商

業
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設
、
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、
金
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機
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所
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が
あ
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、
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が
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る
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の
使
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に
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念
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
鮎
壺
公
園
の
整

備
を
優
先
し
て
い
く
。

問
　
駅
周
辺
の
土
地
を
取
得

し
、
多
目
的
な
機
能
を
揃
え

た
複
合
施
設
の
整
備
を
す
る

考
え
は
な
い
か
。

都
市
環
境
部
長
　
下
土
狩
駅

周
辺
の
大
規
模
な
ハ
ー
ド
整

備
は
予
定
し
て
い
な
い
た
め
、

土
地
取
得
や
施
設
整
備
は
考

え
て
い
な
い
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
な
が
い
ず
み
や
民
間
の

空
き
家
、
空
き
店
舗
な
ど
既

存
施
設
の
利
活
用
に
よ
り
、

駅
周
辺
の
活
性
化
や
に
ぎ
わ

い
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

の
把
握
・
分
析
を
し
た
う
え

で
、
具
体
的
な
実
証
運
行
の

交
通
形
態
を
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
今
後
の
循
環
バ
ス
の
運

行
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

課
長
　
結
節
点
と
な
る
下
土

狩
駅
や
長
泉
な
め
り
駅
を
基

点
に
、
既
存
の
鉄
道
、
路
線

問
　
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク

シ
ー
実
証
運
行
は
、
桃
沢
地

区
の
み
で
は
な
く
町
内
全
域

で
実
施
す
る
べ
き
で
は
。

企
画
財
政
課
長
　
現
在
、
竹

原
区
、
本
宿
区
を
モ
デ
ル
地

区
と
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
て
お
り
、
地
域
の
実
態

バ
ス
、
ま
た
デ
マ
ン
ド
型
乗

合
タ
ク
シ
ー
な
ど
と
の
接
続

を
考
慮
し
た
路
線
の
再
構
築

を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
よ

り
利
用
し
や
す
い
利
便
性
の

高
い
路
線
と
す
る
た
め
、
地

域
住
民
、
交
通
事
業
者
を
含

め
た
関
係
者
と
の
協
議
を
は

か
っ
て
い
く
。

問
　
路
線
便
数
の
増
便
や
小

型
バ
ス
の
導
入
な
ど
、
新
た

な
仕
組
み
の
検
討
を
。

課
長
　
町
が
運
行
主
体
と
な

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の
新

規
導
入
は
不
可
欠
と
考
え
て

い
る
。
た
だ
し
、
新
た
に
導

入
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通

の
運
行
形
態
は
バ
ス
の
み
で

な
く
、
そ
の
地
域
に
合
っ
た

も
の
を
選
択
し
て
い
く
こ
と

が
好
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

下
土
狩
駅
前
開
発

地
域
公
共
交
通

宮口　嘉隆 議員
みやぐち　　よしたか

福田　明 議員
ふく だ　　あきら

420*297
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一般質問　町政を問う

テラス広場のオープニングセレモニー

一般質問　町政を問う

産業祭での農産物品評会

A
当
町
に
合
っ
た
条
例
制
定
に
向
け
研
究
す
る

Q
手
話
言
語
に
関
す
る
条
例
制
定
は

康
づ
く
り
庁
内
連
絡
会
で
、

健
康
増
進
計
画
の
進
行
管
理
、

事
業
評
価
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
、
各
課
の
事
業
実
施
に

あ
た
り
、
健
康
づ
く
り
へ
の

波
及
効
果
を
考
慮
し
た
う
え

で
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向

け
全
庁
的
な
連
携
を
は
か
っ

て
い
け
る
よ
う
、
意
識
付
け

を
は
か
り
た
い
。

問

　静
岡
県
受
動
喫
煙
防
止

条
例
の
制
定
に
伴
い
、
敷
地

内
禁
煙
に
対
す
る
役
場
庁
舎

な
ど
公
共
施
設
の
方
針
は
。

総
務
部
長
　
県
の
条
例
制
定

を
受
け
、
町
が
管
理
す
る
施

設
に
つ
い
て
も
、
今
後
受
動

喫
煙
対
策
を
強
化
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
ま
ず
は
役
場

本
庁
舎
及
び
南
部
地
区
セ
ン

タ
ー
の
敷
地
内
禁
煙
を
２
０

２
０
年
４
月
ま
で
に
実
施
し
、

喫
煙
者
の
方
に
対
し
理
解
と

協
力
を
求
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問

　手
話
言
語
条
例
を
当
町

も
制
定
す
べ
き
時
で
は
。

福
祉
保
険
課
長
　
手
話
言
語

条
例
を
制
定
し
た
自
治
体
で

は
、
考
え
方
や
取
り
組
み
な

ど
か
ら
独
自
に
条
例
を
制
定

し
て
い
る
。
手
話
に
対
す
る

具
体
的
な
取
り
組
み
を
増
や

し
て
い
く
中
で
、
先
進
事
例

を
参
考
に
し
な
が
ら
長
泉
町

に
合
っ
た
条
例
制
定
に
向
け
、

研
究
し
て
い
き
た
い
。

問

　街
中
の
治
安
が
良
く
、

安
全
・
安
心
で
快
適
な
生
活

環
境
に
す
る
と
健
康
寿
命
の

延
伸
に
つ
な
が
る
と
い
う
。

今
後
の
町
の
取
り
組
み
は
。

副
町
長
　
健
康
づ
く
り
に
関

す
る
連
携
や
横
断
的
な
取
り

組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
健

問

　農
産
品
を
首
都
圏
の
市

場
へ
も
積
極
的
に
展
開
す
べ

く
、
関
係
団
体
と
も
協
力
し
、

研
究
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

都
市
環
境
部
長
　
本
年
度
、

四
ツ
溝
柿
を
豊
洲
市
場
へ
出

荷
し
た
と
こ
ろ
好
評
だ
っ
た
。

ま
た
、
首
都
圏
へ
の
販
路
拡

大
な
ど
を
目
指
し
た
イ
ベ
ン

ト
に
も
出
店
し
、
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。
現
在
、
Ｊ

Ａ
な
ん
す
ん
管
内
の
市
町
で

協
力
し
て
ブ
ラ
ン
ド
米
の
確

立
を
目
指
し
て
い
る
。
今
後
、

Ｊ
Ａ
な
ん
す
ん
を
核
と
し
て

関
係
自
治
体
と
も
連
携
し
、

農
業
振
興
に
力
を
入
れ
た
い
。

問

　勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

な
ど
、
公
的
不
動
産
の
有
効

活
用
で
、
さ
ら
な
る
活
性
を

は
か
る
こ
と
は
ど
う
か
。

総
務
部
長
　
池
田
柊
線
沿
線

エ
リ
ア
は
さ
ら
な
る
発
展
が

期
待
さ
れ
、
土
地
利
用
を
考

え
る
必
要
を
認
識
し
て
い
る
。

当
該
施
設
の
更
新
時
な
ど
を

踏
ま
え
、
民
間
の
力
を
取
り

入
れ
る
な
ど
、
当
該
地
を
町

の
顔
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
空

間
に
す
べ
く
、
有
効
活
用
を

し
て
い
き
た
い
。

共
生
社
会
の
実
現

産
業
と
し
て
の
農
業

公
的
不
動
産
の
活
用

町
民
の
健
康
寿
命
延
伸

A
費
用
対
効
果
で
測
れ
な
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る

Q
公
共
事
業
の
費
用
対
効
果
は

Q
町
の
危
機
回
避
の
具
体
的
方
法
は

A
危
機
と
言
わ
れ
な
い
よ
う
、
議
会
と
共
に
頑
張
る

問

　町
民
か
ら
テ
ラ
ス
広
場

建
設
の
要
望
は
あ
っ
た
か
。

住
民
福
祉
部
長
　
住
民
か
ら

の
要
望
を
受
け
て
整
備
し
た

も
の
で
は
な
い
。

町
長
　
行
政
は
、
住
民
か
ら

の
要
望
が
な
く
て
も
、
必
要

な
整
備
は
率
先
し
て
行
う
。

今
回
は
行
政
の
判
断
と
し
て

保
健
セ
ン
タ
ー
跡
地
を
生
か

し
た
整
備
で
あ
る
。

問

　福
祉
会
館
テ
ラ
ス
広
場

の
事
業
費
と
利
用
者
数
は
。

福
祉
保
険
課
長
　
福
祉
会
館

周
辺
整
備
工
事
全
体
の
事
業

費
は
約
１
億
７
千
万
円
。
利

用
者
数
は
把
握
で
き
る
も
の

で
は
な
い
。

問

　事
業
の
費
用
対
効
果
に

対
す
る
町
の
見
解
は
。

課
長
　
町
内
外
・
県
外
の
幅

広
い
層
に
桃
沢
の
魅
力
を
発

信
し
て
桃
沢
地
区
の
活
性
化

に
寄
与
し
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。

問

　事
業
費
と
参
加
者
数
は
。

産
業
振
興
課
長
　
左
表
の
と

お
り
。

主
要
成
果
報
告
書
」
に
は
具

体
的
な
数
値
を
掲
載
し
て
い

る
。

問

　町
へ
の
経
済
波
及
効
果

は
不
可
欠
と
考
え
る
が
。

部
長
　
経
済
効
果
は
必
要
だ

が
、
公
共
工
事
は
営
利
目
的

で
な
い
。
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維

持
向
上
を
は
か
っ
て
い
る
。

問

　大
型
公
共
施
設
建
設
事

業
の
詳
細
が
議
員
に
情
報
公

開
さ
れ
ず
、
当
局
の
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
果
た
せ
な
い
が
。

総
務
部
長
　
通
常
の
審
議
以

外
に
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
情
報
提
供
し
て
い

る
。
決
算
書
に
添
付
す
る
「

問

　町
の
施
策
立
案
会
議
で

反
対
意
見
を
述
べ
る
職
員
は

い
る
か
。

副
町
長
　
部
長
、
課
長
な
ど

の
11
名
で
構
成
さ
れ
る
「
施

策
検
討
委
員
会
」
で
は
、
他

部
署
か
ら
厳
し
い
意
見
も
出

て
議
論
に
な
る
。
結
論
あ
り

き
の
施
策
立
案
で
は
な
い
。

問

　財
政
力
指
数
が
良
い
と

自
負
し
て
い
る
が
、
危
機
回

避
の
具
体
的
な
方
法
は
。

町
長
　
政
策
を
進
め
る
う
え

で
内
部
で
十
分
な
議
論
を
し

て
い
る
。
全
て
議
会
の
議
決

が
な
け
れ
ば
執
行
で
き
な
い
。

議
会
と
当
局
一
体
で
活
動
す

る
こ
と
で
町
民
の
理
解
を
い

た
だ
き
、
危
機
だ
と
い
う
指

摘
が
な
い
よ
う
頑
張
っ
て
い

き
た
い
。

テ
ラ
ス
広
場

森
の
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン

町
の
内
部
チ
ェ
ッ
ク
は

木下　章夫 議員
きのした　　あき お

四方　義男 議員
よ　も　　 よし お

年度 参加者
26年度 118人
27年度 141人
28年度 143人
29年度 129人

事業費
約339万円
約347万円
約337万円
約339万円

420*297
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の
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後
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及
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に
対
す
る
役
場
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部
長
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の
条
例
制
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を
受
け
、
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が
管
理
す
る
施
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に
つ
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て
も
、
今
後
受
動

喫
煙
対
策
を
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化
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
ま
ず
は
役
場

本
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舎
及
び
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地
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タ
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の
敷
地
内
禁
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を
２
０
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０
年
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ま
で
に
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し
、
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の
方
に
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し
理
解
と

協
力
を
求
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問

　手
話
言
語
条
例
を
当
町

も
制
定
す
べ
き
時
で
は
。

福
祉
保
険
課
長
　
手
話
言
語

条
例
を
制
定
し
た
自
治
体
で

は
、
考
え
方
や
取
り
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み
な

ど
か
ら
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に
条
例
を
制
定
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に
対
す
る

具
体
的
な
取
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増
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の
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が
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と
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伸
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。

今
後
の
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の
取
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に
関

す
る
連
携
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を
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の
市
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も
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に
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、
関
係
団
体
と
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を
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と
こ
ろ
好
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た
、
首
都
圏
へ
の
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な
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を
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イ
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に
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現
在
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な
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の
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の
確
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指
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今
後
、
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な
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す
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を
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と
し
て

関
係
自
治
体
と
も
連
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し
、
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業
振
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に
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た
い
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体
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セ
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な
ど
、
公
的
不
動
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の
有
効
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用
で
、
さ
ら
な
る
活
性
を
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る
こ
と
は
ど
う
か
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池
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沿
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さ
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を
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必
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る
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の
更
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時
な
ど
を
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ま
え
、
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力
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り

入
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な
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、
当
該
地
を
町

の
顔
と
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、
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を
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い
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と
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て
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伸

A
費
用
対
効
果
で
測
れ
な
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る

Q
公
共
事
業
の
費
用
対
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果
は

Q
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機
回
避
の
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体
的
方
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は

A
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機
と
言
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れ
な
い
よ
う
、
議
会
と
共
に
頑
張
る

問

　町
民
か
ら
テ
ラ
ス
広
場

建
設
の
要
望
は
あ
っ
た
か
。

住
民
福
祉
部
長
　
住
民
か
ら

の
要
望
を
受
け
て
整
備
し
た

も
の
で
は
な
い
。

町
長
　
行
政
は
、
住
民
か
ら

の
要
望
が
な
く
て
も
、
必
要

な
整
備
は
率
先
し
て
行
う
。

今
回
は
行
政
の
判
断
と
し
て

保
健
セ
ン
タ
ー
跡
地
を
生
か

し
た
整
備
で
あ
る
。

問

　福
祉
会
館
テ
ラ
ス
広
場

の
事
業
費
と
利
用
者
数
は
。

福
祉
保
険
課
長
　
福
祉
会
館

周
辺
整
備
工
事
全
体
の
事
業

費
は
約
１
億
７
千
万
円
。
利

用
者
数
は
把
握
で
き
る
も
の

で
は
な
い
。

問

　事
業
の
費
用
対
効
果
に

対
す
る
町
の
見
解
は
。

課
長
　
町
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外
・
県
外
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幅

広
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層
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桃
沢
の
魅
力
を
発

信
し
て
桃
沢
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区
の
活
性
化
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寄
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い
る
と
考
え
て

い
る
。

問

　事
業
費
と
参
加
者
数
は
。

産
業
振
興
課
長
　
左
表
の
と

お
り
。

主
要
成
果
報
告
書
」
に
は
具

体
的
な
数
値
を
掲
載
し
て
い
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。

問
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へ
の
経
済
波
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効
果
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不
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欠
と
考
え
る
が
。
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効
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だ
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工
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営
利
目
的
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ニ
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へ
の
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応
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サ
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維
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い
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問
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建
設
事
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細
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議
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報
公
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チ
ェ
ッ

ク
機
能
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果
た
せ
な
い
が
。

総
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。
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検
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。
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す
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い
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よ
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頑
張
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年度 参加者
26年度 118人
27年度 141人
28年度 143人
29年度 129人

事業費
約339万円
約347万円
約337万円
約339万円
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町
内
に
新
し
い
道
路
が
で

き
つ
つ
あ
り
、
だ
い
ぶ
車
が

走
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
朝
夕
の
交
通
渋
滞
が
あ

り
、
信
号
の
見
直
し
な
ど
改

善
を
進
め
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
50
代

　男
性
）

　
議
会
な
が
い
ず
み
、
興
味

深
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
以
前
は
大
き
い
都

市
に
住
ん
で
い
た
た
め
、
議

会
や
議
員
の
方
と
の
距
離
を

感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
身
近

に
議
員
さ
ん
が
い
た
り
、
広

報
誌
を
読
ん
で
い
る
な
か
で
、

住
人
の
声
が
比
較
的
届
き
や

す
い
の
か
な
と
感
じ
て
い
ま

す
。
要
望
を
少
し
挙
げ
さ
せ

て
い
た
だ
く
と
、
大
い
ち
ょ

う
通
り
の
街
灯
が
暗
く
、
下

土
狩
駅
か
ら
八
幡
神
社
ま
で

の
灯
り
を
増
や
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

（
30
代

　女
性
）

　
表
紙
の
写
真
が
、
在
籍
し

て
い
る
中
学
校
の
も
の
だ
っ

た
の
で
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

議
会
と
聞
く
と
難
し
い
こ
と

を
話
し
合
っ
て
い
る
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

実
際
は
多
く
の
人
が
住
み
や

す
い
町
を
つ
く
る
た
め
に
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
を
行
っ
て
く

れ
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
の

普
段
の
生
活
は
こ
う
や
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
感

じ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
小
・
中
学

校
の
体
育
館
に
ク
ー
ラ
ー
を

設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

（
10
代

　女
性
）

　
知
人
が
鮎
壺
の
滝
再
開
発

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加

し
ま
し
た
。
長
泉
町
に
あ
る

ジ
オ
パ
ー
ク
で
、
最
近
は
大

型
の
観
光
バ
ス
を
見
掛
け
る

こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
観
光
客
に
長
泉

町
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て

も
ら
い
、
日
本
中
に
伝
え
て

も
ら
え
る
よ
う
な
仕
掛
け
が

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
議
会

と
一
緒
に
考
え
た
い
で
す
ね
。

（
40
代

　男
性
）

期待しています
私の要望・意見

11月１日号の「わが町たんけんクイズ」に応募していただいた中から、ご意見を抜粋して紹介します。

３月定例会は３月１日(金)に開会予定です。

　
運
動
習
慣
の
き
っ
か
け
は
、

健
康
と
体
力
づ
く
り
・
ス

ポ
ー
ツ
を
１
つ
だ
け
で
も
継

続
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、

交
通
手
段
と
し
て
、
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
は
生
活
の
足
と

し
て
の
利
用
が
高
ま
る
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
（
70
代

　女
性
）

　
委
員
会
活
動
の
報
告
の

ペ
ー
ジ
で
、
富
山
市
の
透
け

る
空
間
、
ガ
ラ
ス
美
術
館
と

図
書
館
の
複
合
施
設
の
記
事

を
見
ま
し
た
。
町
立
図
書
館

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
が
い
ず

み
内
に
あ
る
け
れ
ど
、
１
階

部
分
だ
け
で
は
な
く
て
も
う

少
し
広
く
、
蔵
書
も
増
え
た

ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
30
代

　女
性
）

　
大
い
ち
ょ
う
通
り
の
犬
の

糞
の
放
置
問
題
を
取
り
上
げ

て
ほ
し
い
で
す
。
せ
っ
か
く

町
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
通
り
な

の
に…

。

　
　
　
　
（
40
代

　男
性
）

自治体財政を学ぶ ～全議員研修会～

12月17日、全議員を対象にした研修会を開催
しました。立命館大学の森裕之教授を講師に迎
え、「自治体行政と公共施設等マネジメント」
をテーマに講義をしていただきました。
自治体財政の基本的な部分から、国と地方自治
体の財政比較、長泉町の現状、他自治体の事例
などをユーモアを交えながらお話しいただき、
とても有意義な研修となりました。

もり ひろゆき

防犯カメラ映像を映すモニター（北中学校） 大学生によるPR動画のプレゼンテーション

あの質問はどうなった？

定例会で議員が出した一般
質問は、まちづくりにどう生
かされているのでしょうか。
その後を追います。

防犯カメラ設置の拡大を。

答弁

そして

答弁

地域活性化と町の将来研究に、大学
の研究室との連携研究はどうか。

そして

地域課題について地域と一体となり、解
決方策の提言や課題解決のための実践的
な研究をゼミナールと共同実施するメ
ニューなどもあるため、今後このような
取り組みと連携するなど、研究を進めて
いきたい。

法政大学の青木ゼミとの連携
移住・定住に向けた課題を整理し、PR
動画の制作が行われた。

防犯カメラが設置されていない幼稚園、
保育園、小・中学校その他公共施設な
どへの設置を中心に、設置計画を立て、
整備を進めていく。

本年度、幼稚園、保育園、小・中学校
で設置した。その他公共施設は順次設
置に向けて検討していく。

420*297
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町
内
の
史
跡
を
出
題
し
ま

す
。○
の
中
に
入
る
言
葉
を

お
答
え
く
だ
さ
い
。
正
解
者

の
中
か
ら
抽
選
で
10
人
の
方

に
図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈
し
ま

す
。

 

応
募
方
法

●
は
が
き
に
ク
イ
ズ
の
答
え
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
議
会
な
が
い
ず

み
の
感
想
を
書
い
て
お
送

り
く
だ
さ
い
（
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
ご
意
見
は
紙
面

　
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
）。

※

〆
切
は
２
月
28
日
（
木
）

消
印
有
効
で
す
。
当
選
者

の
発
表
は
賞
品
の
発
送
を

も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

●
宛
先
　

　
〒
４
１
１ - 

８
６
６
８

　
長
泉
町
中
土
狩
828
番
地

　 

長
泉
町
議
会

　
　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

 　

前
回
の
正
解
は

　

麦
原
「
塚
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編 

集 

後 

記

ヒ
ン
ト…

徳
川
家
康
公
が

　
　
　
　祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

わが町
たんけんクイズ

　
あ
で
や
か
な
紅
葉
が
落
葉

と
と
も
に
通
り
過
ぎ
、
寒
い

季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
11
月
定
例
会
で
は
、
台
風

24
号
の
暴
風
に
よ
り
、
あ
さ

が
お
児
童
館
の
屋
根
が
飛
ば

さ
れ
、
周
辺
６
世
帯
の
住
宅

な
ど
へ
の
損
害
賠
償
に
つ
い

て
審
議
し
、
附
帯
決
議
を
付

し
て
可
決
し
ま
し
た
。

　
広
報
広
聴
委
員
会
で
は
議

会
報
告
会
を
開
催
、「
交
通

安
全
を
考
え
る
」
と
題
し
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
。

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
ご
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
編

集
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
に

親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
「
議

会
だ
よ
り
」
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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①地元の消防団の先輩から誘われて。
②広報活動や町内の保育園、幼稚園での花火指導、
　地区の応急救護の指導
③花火指導をしている活動服装の私を、保育園児
　だった息子が嬉しそうに見つめていたこと。
④毎年開催される女性消防団員が集まる活性化大会
　では、全国各地に行くことができます。
　町内外に人脈が広がりますし、世代を越えた絆が
　深まります！一緒に活動しましょう！

（女性消防団リーダー　加藤京子さん）

①父の勧めと、女性消防団に入っていた友人から話
　を聞いて。
②左記のほか、消防団のラッパ隊に所属しているた
　め、式典にてラッパ演奏をしている。
③駿東支部消防操法大会の訓練礼式に男性団員と出
　場したこと。連日の早期訓練を重ね一体となった
　礼式を披露できた。
④様々なことが学べ、大きなやりがいが感じられま
　す。世代を超えた仲間と一緒に楽しく活動しませ
　んか？ママさんも大歓迎です。

（女性消防団班長　遠藤奈緒子さん）

ご意見ありがとうございました。

①消防団員になったきっかけは。②普段どのような活動をしていますか。
③消防団員の活動の中で印象に残っていることは。④女性消防団に興味のある方に一言。

議員が

　　聴く
！ ～女性消防団－Fire Angels－の声～

まちかどインタビュー

210*297-（内枠天地 20mm左右 18mm）
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